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池 田晋 也
 本論集は2004年7月 からイギリスのエクセター大学で開始 されたコロキウムが元になつてい
る。そのためか掲載 されている論文のお よそ半数が英語によるものであ り、Matrdn Swalesや
W.EYatesと いつた大物ゲルマニス トも名を連ねている。
 タイ トルか らもわかるように、本論集では明確な枠組が与えられている。さまざまな文化史的
観 転から両大戦間期 と壁崩壊後のベル リンを浮き彫 りにすることが全体的なテーマ となるわけ
だが、重要なのは、すべての論文において執筆者がそれぞれのテーマを上記二つの時代にまたが
って考察 していることである。世紀転換期や1945年 以降ではなく、20年 代 と90年 代が問題の
枠組 となっていることで、両時代の相違点のみな らず、それ らの連続性がはっき りと浮かび上が
ることになる に こでは便宜上1933年 までのワイマール共和国期を総 じて 「20年代」と表記す
る)。両者の同質性を挙げるとすれば、それは、旧来の政治的、桂会的枠組の劇的な崩壊による
新体制の混乱に満 ちた出発状況であ り、また資本主義の基盤の もとで、個人が自らの欲求を自由
に追求することが許されている状況、とい うことになるだろうか。壁の崩壊後、統一は結局東が
西に飲み込まれ る形でなされた と言えるだろうか ら。編集者のひとりであるUlh ilge ZitZlsperger
は序章のなかで、90年 代が20年 代を自らの先例、模範 として事あるごとに引用 し、なぞってき
たことにこの論集の枠組設定の根拠を置いている。つま り、20年 代は現代を認識す るのに最適
な鏡とい うわけなのだ。全体的な傾 向として、両時代を比較するとい うよりも、20年 代を下敷
きに して90年 代の事象を考察することに重要性が置かれているようである。
 この論集は、論文か ら成る三部+二 人の現代作家('IHIo K6hler, Susanne Goga)へ のインタ
ビューとい う構成 になつている。論集部分では 「文学 ・評論」、「映画 ・演劇 ・ラジオ」といつた




 文学の領 域では、まずJoa㎜e LealとGodela W6iss―Sussexが それぞれ20年 代 と90年 代の
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女性作家による小説の比較を行っている。I£alはイル ムガル ト・コインの 『レーヨンの少女Das
kunstseidene M臈chen』(1932)と ターニャ ・デュッカースの 『遊戯 ゾーンSpi'地 ㎜d(1999)
を比較 しなが ら、大都市を経験することによって危機にさらされる女性のアイデンティティを問
題にする。対してWeis-Sussexは 同じくコインの 『レーヨンの少女』とガブ リエレ ・テルギッ
トの 『ケーゼ ビアがクーアフユルステンダムを席巻する 燈 陀漉rθm幡 預血 ね加h」刎
(1931)、 さらにブリギッテ ・ブーアマイスターやアンネ ッテ ・グレッシュナー、インカ ・バ ッ
ハ ら現代作家の散文を採 り上げ、特に 「歩 く」ことに着 目しつつ女 性の都市空間の経験について
論 じている。David Midgleyは 、デーブリンの小説 『ベル リン・アレクサンダー広場』の解釈の
歴史的変遷を辿っている。Ulrike ZitzLspergerは 、新旧の評論家たちが大都市ベル リンのイメー
ジの生産と定着に大きな役A―」を果たしてきたことを示 している。またChristian J臠erは90年
代のポップ小説の興隆を20年 代の新即物主義の反復 として捉える。両時代のサンプル となるよ
うな作品に対する言及は少なく、その内容や手法を事細かに比較 し、直接的な影響関係を探ると
いうよりは、む しろ新即物主義 とポップ小説の根底にある精神の類似性 ・同質性をあぶ り出す こ
とに論点が置かれている(だ か ら、新即物主義の 「復権」や 「再興」ではな く、「反復」なので
ある)。 両者に共通するのは、旧来の価値観に対する反抗的態度なのであるが、異なるのは、ポ
ップ小説には現実を変革 しようとする意志 よりもむ しろ現実に対する卑屈 さが際立っているこ
とである。J臠erは ポップ小説の即物性に、 「どうせ何も変わ らないさ」 という諦め混 じりのシ
ニスムを見ているのである。
 演劇に関しては、Yatesが ウィー ンとベル リンの状況が全 く異なっているその背景を探る一方
で、Swalesが ブレヒ トとハイナー ・ミュラーを比較 し、都市を描 く際の両者の姿勢、戦略が近




整備状況も全く異なるこの二つの時代は比轍 橡 として釣合いが取れているとは言いがた く、さ
らに冷戦期の東西ベルリンのラジオを比轍 像 とする視 点が欲 しいところである。
 先にも述べたが、第三部では、芸術的に加工されフィクシ ョンとなつたベル リンではなく、実
際の空間としてのベルリンが中心に置かれ ることになる。Deborah SmailとCorey Rossは 新し
いベル リンを政治的、文化的な首都 としてア ヒ.一ルす る方法 を比較 し、建築物に関 しては
Michael Kasiskeが 国会議事堂の改築な ど、公共の建造物 をめぐる議論 を採 り上げている。
Joahim Sch】?は 、20年 代のベル リンのユダヤ ・コミュニティが文化、政治 ・思想の点で―義
的ではなかつたことを確認した うえで、東西統一後、ナチスの迫害によつて壊滅的な打撃を受け
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たベル リンのユダヤ文化 に光が当て られ、それが歴史的遺産として、またベル リンの文化として
再評価 されてゆく過程 と、それに伴 う問題について報告 している。Ulrllia Poock-Fe皿erは1928
年に行われた、ベル リンの名所を光で彩る祭典 。Berlin im Licht``と90年 代以降のベルリンの
ライ トアップイベン トとの比較を試みている。しかしながら、コロキウムの発表原稿がもとにな
っているためもあるだろ うが、それぞれの出来事についての概説程度のものが矢継ぎ早に並べら
れていることで視 点が散漫になり、結果 として表面的な比較に終わって しまっていることは否め
ない。例えば、イル ミネーションが観光産業や商業 と密接に関わつていると言うならば、具体的
な記録を駆使 してその領域における効果を詳細に報告することも可能なはずである。また、ベル
リンの祭典よりも前の1927年 に、デ ッサウやロス トック、フランクフル ト・アム・マインで同様
の試みがなされ、 さらに1928年 にはケルンやシュ トゥットガル トでも開催されたとあるが、そ
れ らの内容や規模がベル リンのもの と比較 してどのよ うなものであったのか、とい うことは疑問
として残 る。そ してさらに、ある特定の場所、空間を異化し、非日常的な体験をさせる芸術的な
力をイル ミネーションに認めるとすれば、それが人間の心理に じっさい どのような影響を及ぼし
たのか、とい うことをその体験者の証言の分析を通 して考察す ることもできるだろ う。20年 代
の人間と、現代の、多少なりともそ うしたイベン トに慣れている人間とのあいだには極めて大き
な隔たりがあると考えられるだけに、これは非常に興味をそそる問題である。
 最後に、恐 らくこの論集のなかで 「20年代 と90年 代のベル リンを重ね合わせる」とい う問題
の枠組を最も意識 したものとして、 トー マス ・シャー トの映画 『ベル リン、ある大都市の交響曲
Berlin Sinfonie einer GroﾟstadtlJ(2002)を 採 り上げたSimon Wardの 論文を紹介しておく。
タイ トルから見てもわかるよ うに、この映画は、ヴァルター ・ルットマンの映画 『ベル リン、大
都市の交響曲 」艶曲'凸b8励 幅θ飽r6i跳 虚d潮(1927)の オマージュとなつている。ここで
問題 とされるのは、シャー トの製作方法である。シャー トは、ルットマンの映画も含めてあらゆ
る映像を引用し、つなぎ合わせてゆくことによって、ベル リンの昔 と今 を点描 していく。シャー
トは自分の用いた映像に、それがどの場所を、いつ映したものかといったキャプションや、そこ
がどのような歴史 と関わっているか といつた解説を―切付けない。このことによって、彼の映像
はある程度ニュー トラルなものとして提示 されることにな り、その解釈は観客に委ねられること
になるのである。こうした手法には、見る者のあいだに安易な壊古趣味を引き起こしかねないと
い う批判がある一方、Wardは これを、観客が受動的にある意図を受け入れて しまうのではなく、
む しろ彼 らが積極的に解釈に加わるように仕向けるものとして肯定しようとする。っま り、シャ
ー トの歴史資料(映 像)の 引用は、一見無害なものに見えて、現在を揺 さぶる潜在的な力を秘め
たものでありえる、とい うことになる。生産的な歴史認識のあり方について真剣に考えたのがほ
かならぬニーチエであったが、Wardは(彼 は自分の歴史認識の態度のカテゴリーがニーチエの
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それに基づいていることを論文のなかで明か している)、 シャー トの映画にニーチェの 「批判的
歴史認識iの 姿勢を見ているのである。巻末のインタビューで、Susanne Gogaは1922年 のベ
ル リンを舞台にした自らの推理小説 『レオ ・ベル リン ー.:- Jの 読者に対 して、ベル リン
つ子にとつてもそ うでない人 にとっても、小説を通 じてなじみのあるベル リンや、異空間のベル
リンを発見す ることは二重の楽しみであろうと語つているが、この期待は、そのままシャー トの
映画に対するWardの 期待として読むことも可能ではないだろうか。
 こうした比較研究から見えてくるのは、20年 代と90年 代(現 代)と のつなが りの深 さはもと
より、ベル リンとい う場所自体が内包 している、過去への想像をかき立てる力の大きさ、とでも
い うものである。単に学問的認識にとどまらず、現代のわれわれが、大都市における歴史との関
わ り方 ・生かし方を考える うえで、本論集の論文は示凌するところが大 きいように思われ る。
                            (M?chen Iudicium 2007)
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